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インターバンクの声 （2016 年 5 月 12 日） 
 

各国からの主要な経済指標の発表もなく、これだけ相場に影響しそうな材料が少な

いとなれば主要通貨が５０～６０ポイントの値動きに留まるのも仕方がない。東京時

間では浜田内閣官房参与の「日本は為替介入の権利があり、１００円まで円が急伸

した場合は介入すべき」との発言、海外時間では黒田日銀総裁のドイツ紙とのイン

タビュ－記事で「追加緩和の効果について数ヵ月かけて判断すべきとし、必要なら

日銀は一段の金融緩和が可能」と語っていたことが多少は気にされた。それでも黒

田総裁の話は、海外勢にとって目新しいものではないと解釈されたようだ。日本語に

訳された内容を読むと、追加緩和が実施される公算が小さいとも受け止められても

おかしくなく、円買いが進まなかったのはむしろ助かった感がある。ニューヨーク・ダ

ウが２００ドル超下げて引けており、今日の日経平均株価も下がる確率が高そうだ。

ゴールデン・ウィーク期間中にドルを買いそびれてしまった人も多いらしく、１０９円台

にあっさり戻すのは難しく見えるが、ドルの下値もさほど深くならないかも知れない。 
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